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電話でお金の話は要注意！

過去最悪の詐欺被害

　昨年の高知県内における『特殊詐欺』被

害額は５億６，６００万円以上となり、県民

１人あたりの被害額が全国ワースト１位と

なってしまいました。

　手口別被害件数の約半数は、架空請求詐

欺となっています。身に覚えのない請求を

されたときは、慌ててお金を振り込んだり

せず、家族や警察などに相談しましょう。

　また、『この問題を解決するためにはお

金が必要です。いくら用意できますか？家

族にも迷惑が掛かりますよ･･･』といった内

容の電話で不安をあおってくるのも詐欺の

手口です。すぐに信用せず、現金を請求さ

れた場合は、必ず警察へ相談してください。

　また、年度末（２月～３月）にかけて、

還付金詐欺が発生します。ＡＴＭで保険料

や、医療費の払い戻しはしていません。そ

のような電話があれば警察へ連絡してくだ

さい。
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まみむめまみむめもで交通交通事故防止事故防止まみむめもで交通事故防止

　警察や市役所、県庁、社会保険事務所、消防署な

ど、公的機関の職員になりすまし、現金をだまし取

る手口、また個人情報等を聞きだそうとする事案が

多数発生しています。安易に信用せず、各関係機関

へ問い合わせをするなど、用心してください。

全席シートベルト

で重大事故防止！

詐欺被害の相談先は･･･

　警察総合電話

　☎♯９１１０

　消費生活センター

　☎０８８－８２４－０９９９

　香美市役所産業振興課

　☎５３－１０８４
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公的機関等を名乗る卑劣な手口！

被害にあわないために、お金を

①送らない ②渡さない ③振り込まない

その前に相談を！

車が来ていれば、通り過ぎるまで待つ

横断する前によく見て、左右の確認

危険な近道より、安全な場所で横断

夕方や夜間の外出は反射材や明るい目立つ服装で！

広い道路では、中央でもう一度左側の安全確認を！

め


